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居場所・集いの場活動を行っている団体の交流会を行い、新型コロナウイルス感染拡大防止をしながらの「新しい
生活様式」に準じた活動の実施に向けた意見交換・検討を行う。

ひまわりホルダーやエンディングノート、見守り協力事業所等港南区独自のものについて、チラシ・広報紙・掲示板
などを活用し、広く地域住民に周知する。

それぞれの部門会議や５職種会議（毎月定例実施）に他部門の職員が参加する機会をそれぞれ１回以上つくり、
個別課題・地域課題についての検討を行う。

□ 区からのコメント

令和3年度 東永谷地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
　担当地域は、大久保最戸地区、永谷地区（東永谷1～3丁目）、永野地区（上永谷1～3丁目）になります。いずれも起伏の
多い地域で、移動や買い物の支援が必要な高齢者等が多くなってきています。また高台周辺は昭和30年代後半から開発
された戸建住宅の新興住宅地で、高齢者夫婦のみの世帯や単身世帯が増加しており、今後は空き家問題の増加も予想さ
れます。
　地区内に学校が点在しており、地域と学校が連携した行事や取組が進んでいます。子どもの安全、孤食、学習支援など
の課題に対して、地域による見守り・支援の仕組みが必要となってきています。
　全地区に福祉ネットワーク（地域住民による助け合い活動）がありますが、担い手の高齢化による新たな人材確保や自治
会町内会単位での助け合い活動が立ち上がった所もあります。
　一方でコロナ禍により未だ多くの地域活動がストップしており、再開に向けた支援が必要とされています。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

高齢者サロン「ひなたぼっこ」等の自主事業、また地域の体操教室、配食サービス「てまり」との定例会等様々な機
会を捉えて支援が必要な方の情報を収集、必要に応じて包括へとつなぐ

今年度は4期計画スタートの年度にあたるため、地域支援チーム内で地域情報と支援方針・目標を共有し、地域関
係者の方々とともに課題や方向性の共有を行う。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

令和3年度　東永谷地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

　地域包括支援センターやケアマネジャーなどへの介護
相談に対しては、ハートページや介護情報サービスかな
がわなどから複数の事業所の情報を提供し、相談者が
選択してもらえるように支援します。
　会場貸出においては、会場予約が公正に対応できるよ
う分かりやすい説明資料を整備して配布します。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

　通年で業務改善の積み上げを行い、適正な事務・
事業の実施が行える職場環境をつくります。
　事故防止と気付きを高めるためにヒヤリハットを積
み上げ、共有します。
　定期的にコンプライアンス行動自己チェックシートを
用いて、職員自らがコンプライアンスの意識を高めら
れるようにします。また職場内でコンプライアンス研
修を実施します。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

1　適切なアセスメント及び自立支援に資するケアプラン
作成
　利用者本人が目標を理解した上で、その達成のために
必要なサービスを主体的に利用して、目標の達成に取り
組んでいけるような計画を作成し、実行できている。
2　幅広い選択肢からの利用サービスの選択
　プランの中に給付以外のサービスBや地域のイン
フォーマルサービス等を組み込む等、地域の特性を生か
し、「心身機能」「活動」「参加」にバランスよくアプローチ
する支援ができている。
3　居宅介護支援事業所委託時の関与・支援
　上記2つの視点について、情報提供や相談支援を通じ
て、委託先の居宅介護事業所においても基本的な考え
方が一致した介護予防ケアマネジメントを実施すること
ができている。
4　関係機関との連携
　区役所、サービス提供事業所、主治医、保険・医療・福
祉の関係機関などと連携できている。生活支援コーディ
ネータとの日頃からの情報共有・協力体制が構築できて
いる。

管理者・主任ケアマネジャー　1名（常勤兼務）
保健師等　1名（常勤兼務）
社会福祉士　2名（常勤兼務）
介護支援専門員　 1名（非常勤専従）

居宅介護支援事業

　本会の活動理念に基づき、地域の社会資源として
他部門と情報を共有し、地域住民の安心した生活が
継続するよう積極的な姿勢で事業に取組みます
1　利用者の意思を尊重し心身の状況や環境等に応
じて、可能な限り住み慣れた地域で自立した日常生
活（要介護状態の予防、軽減又は悪化の防止等）が
できることを目標に居宅サービス計画を作成します。
2　関係行政機関、地域の保健・医療・福祉サービ
ス、ボランティア団体等との綿密な連携を図り、多様
な事業者から総合的かつ効率的にサービスが提供さ
れるように調整し、常に利用者の立場で公正中立な
居宅サービス計画を作成します。
3　地域住民の方との顔の見える関係づくりを大切に
し、地域の社会資源を活用していきます。
4　介護支援専門員等の資質向上を図るため、採用
時研修（採用後6ヶ月以内）、定期研修（年１回以上）
等の機会を設け、業務体制を整備します。

管理者　1名（常勤兼務）
介護支援専門員　4名 （常勤兼務1名、非常勤3名）



目標

実施
体制

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

　ケアマネジャーの作成するケアプラン
やサービス担当者会議の情報を元に
ご本人やご家族の希望を把握し、ご本
人の機能維持、生活支援に繋がる通
所介護計画を作成、実施します。
　ご利用者の自主性を支援するため自
己選択ができる環境設定を行い、お一
人お一人に合った自立支援に努めま
す。そのための職員研修の充実を図
り、ご利用者やご家族に選ばれるデイ
サービスを目指します。

【実施日数】
359日
【提供時間】
10:15～15:20
【定員】
43名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

・
実費
負担

通所介護（一日あたり）
●1割負担分
（要介護1）　608円　　 （要介護2） 719円
（要介護3）  829円　　 （要介護4） 939円
（要介護5）1,050円
・加算額
（入浴加算Ⅰ）　54円
（個別機能訓練加算Ⅰイ）　60円
（中重度ケア体制加算）　49円
（認知症加算）　65円
●2割負担分
（要介護1）　1,216円    （要介護2）　1,437円
（要介護3）　1,658円   （要介護4）　1,878円
（要介護5）　2,099円
・加算額
（入浴加算Ⅰ）　86円
（個別機能訓練加算Ⅰイ）　120円
（中重度ケア体制加算）　97円
（認知症加算）　129円
●3割負担分
（要介護1）　1,824円    （要介護2）　2,155円
（要介護3）　2,486円   （要介護4）　2,817円
（要介護5）　3,149円
・加算額
（入浴加算Ⅰ）　129円
（個別機能訓練加算Ⅰイ）　180円
（中重度ケア体制加算）　145円
（認知症加算）　193円
●加算額(共通）
（介護職員処遇改善加算Ⅰ）所定単位数に1000分の
59を乗じた単位数
（介護職員特定処遇改善加算Ⅱ）所定単位数に1000
分の10を乗じた単位数
● 食費負担　 800円（共通）
● キャンセル料　457円（食材料費　前日17時までに
連絡がない場合）
● 通常のレクリエーション以外に行う特別な行事　実
費



職員
体制

管理者　1名（常勤兼務）
生活相談員　6名（常勤兼務・非常勤兼務）
看護師　6名（非常勤兼務）
介護職員20名（常勤兼務・非常勤兼務）
機能訓練指導員　6名（非常勤兼務）

契約
者数
等 【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

第1号通所事業（1カ月につき）
●1割負担分
（事業対象者、要支援1、要支援2（1））　1,793円
（事業対象者、要支援2（2））　 3,675円
・加算額
（運動器機能向上加算）　242円
●2割負担分
（事業対象者、要支援1、要支援2（1））　3,585円
（事業対象者、要支援2（2））　7,350円
・加算額
（運動器機能向上加算）　483円
●3割負担分
（事業対象者、要支援1、要支援2（1））　5,377円
（事業対象者、要支援2（2））　11,025円
・加算額
（運動器機能向上加算）　724円
●加算額（共通）
（介護職員処遇改善加算Ⅰ）所定単位数に1000分の
59を乗じた単位数
（介護職員特定処遇改善加算Ⅱ）所定単位数に1000
分の10を乗じた単位数
● 食費負担　 800円（共通）
● キャンセル料　457円（食材料費　前日17時までに
連絡がない場合）
● 通常のレクリエーション以外に行う特別な行事　実
費



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

17,131,000 17,131,000 17,131,000 横浜市より

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

3,994,500 3,994,500 3,994,500

21,125,500 0 21,125,500 0 21,125,500

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

12,506,500 0 12,506,500 0 12,506,500

10,475,500 10,475,500 10,475,500

923,000 923,000 923,000

988,000 988,000 988,000

13,000 13,000 13,000

8,000 8,000 8,000 ハマふれんど

79,000 79,000 79,000

20,000 20,000 20,000

1,491,000 0 1,491,000 0 1,491,000

30,000 30,000 30,000

528,000 528,000 528,000

0 0 0

10,000 10,000 10,000

260,000 260,000 260,000

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0

100,000 100,000 100,000

0 0 0

15,000 15,000 15,000

20,000 20,000 20,000

1,000 1,000 1,000

30,000 30,000 30,000

2,000 2,000 2,000

0 0 0

495,000 495,000 495,000

306,000 0 306,000 0 306,000

42,000 42,000 42,000 予算：指定額

264,000 264,000 264,000

0 0

5,288,000 0 5,288,000 0 5,288,000

3,400,000 3,400,000 3,400,000

850,000 850,000 850,000

60,000 60,000 60,000

978,000 0 978,000 0 978,000

空調衛生設備保守 300,000 300,000 300,000

消防設備保守 35,000 35,000 35,000

電気設備保守 70,000 70,000 70,000

害虫駆除清掃保守 10,000 10,000 10,000

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 563,000 563,000 563,000

0 0 0

0 0

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

1,060,000 0 1,060,000 0 1,060,000

0 0

1,060,000 1,060,000 1,060,000

0 0

0 0

0 0

21,125,500 0 21,125,500 0 21,125,500

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

264,000 0 264,000 0 264,000

△ 264,000 0 △ 264,000 0 △ 264,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和3年度　「東永谷地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他
支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

29,621,000 29,621,000 29,621,000 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 横浜市より
0 0

0 0

6,516,000 6,516,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

6,516,000 6,516,000 6,516,000

42,093,000 0 42,093,000 0 42,093,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

37,913,010 0 37,913,010 0 37,913,010
21,480,010 21,480,010 21,480,010
4,163,000 4,163,000 4,163,000
9,553,000 9,553,000 9,553,000

52,000 52,000 52,000
34,000 34,000 34,000 ハマふれんど

1,227,000 1,227,000 1,227,000
1,404,000 1,404,000 1,404,000

1,539,990 0 1,539,990 0 1,539,990
50,000 50,000 50,000
400,000 400,000 400,000

0 0 0
66,000 66,000 66,000

180,000 180,000 180,000
0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0
90,000 90,000 90,000

0 0 0
10,000 10,000 10,000
25,000 25,000 25,000
1,000 1,000 1,000

220,000 220,000 220,000
0 0 0
0 0 0

497,990 497,990 497,990
1,104,000 0 1,104,000 0 1,104,000

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

100,000 100,000 100,000
154,000 154,000 154,000
220,000 220,000 220,000 予算：指定額

0 0
1,410,000 0 1,410,000 0 1,410,000

902,000 902,000 902,000
230,000 230,000 230,000
15,000 15,000 15,000

203,000 0 203,000 0 203,000
空調衛生設備保守 85,000 85,000 85,000
消防設備保守 10,000 10,000 10,000
電気設備保守 18,000 18,000 18,000
害虫駆除清掃保守 3,000 3,000 3,000
駐車場設備保全費 0 0 0
その他保全費 87,000 87,000 87,000

0 0 0

60,000 60,000 60,000
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

42,093,000 0 42,093,000 0 42,093,000
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
474,000 0 474,000 0 474,000

△ 474,000 0 △ 474,000 0 △ 474,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

指定管理料【生活支援】

令和3年度　「東永谷地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】



R3年4月1日～R4年3月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

17,036 17,036 15,129 15,129 79,884 79,884 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 17,036 0 17,036 15,129 0 15,129 79,884 0 79,884 0 0 0

0 5,418 5,418 12,176 12,176 48,406 48,406 0

0 12 12 60 60 215 215 0

0 98 98 872 872 14,435 14,435 0

0 0 0 0 0 7,383 7,383 0

0 8,680 0 8,680 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 8,680 8,680 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 14,208 0 14,208 13,108 0 13,108 70,439 0 70,439 0 0 0

0 0 0 2,828 0 2,828 2,021 0 2,021 9,445 0 9,445 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和3年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：東永谷地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護



東永谷地域ケアプラザ

1 子育てサロン「めだか」 平成11
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

0才～未就園児の親子が自由に集い、親
同士や子ども同士が交流できる場を提供
する。
母親の育児不安や相談を受け止め、情報
提供をしたり、関係機関につなげる。

３：養育者及
び乳幼児

親子
親子同士やボランティアとの交流・仲間づ
くり。および情報提供。
原則毎月第4火曜日午前実施。

2 子育てサロン「くれよん」 平成26
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

0才～未就園児の子どもと父親親子が自
由に集い、親同士や子ども同士が交流で
きる場を提供する。 ３：養育者及

び乳幼児
親子

親子同士やボランティアとの交流・仲間づ
くり。および情報提供。
原則毎月第1土曜日午前実施

3
１才児子育て学級「ひよこ・くら
ぶ」春

平成23
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

1歳児の親子を対象に、親子のふれあい
の場、学びの場として、プログラムを通し
てよりよい親子関係を気付く一助とすると
ともに、母親同士の交流を図る。ボラン
ティアグル‐プ「ひよこサポーターズ」共
催。

３：養育者及
び乳幼児

親子
栄養士から１歳児の食の話、おもちゃ作り
などを通して、学びと交流の場を作る。
講師は「あそび・隊！」/区栄養士

4
高齢者ふれあいサロン「ひなた
ぼっこ」

平成16 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

65才以上の高齢者を対象とし、音楽や工
作等の企画をとおして仲間づくりを進める
とともに、地域包括支援センターとの連携
により必要な方について相談につなげる。
また、地域の団体のボランティア活動（演
奏等）の場としても活用する。

１：高齢者 地域住民

歌や介護予防ゲーム等の企画をとおした
参加者同士の交流。毎月第3（木）13時30
分から15時まで。
8月休会

5 介護者の集い　「スワンの会」 平成12
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護者や介護経験者が悩み相談すること
で自分たちの知識・学び・経験を地域に発
信できる団体となる事を目指し活動する ７：その他

地域住民
介護者

メンバー同士の情報共有、話し合い、講座
開催、情報発信。毎月第三水曜日　１３：３
０～

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

令和３年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

6
配食サービスボランティア「てま
り」

平成11
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

一人暮らしや日中独居の高齢者や障害
者、介護者等の方に、ボランティアによる
手作りのお弁当の配達をとおして、地域同
士のふれあいや安否確認を行う。 １：高齢者 地域住民

お弁当を毎回50食程度調理、配達。
ケアプラザは活動場所の提供や地域への
事業周知、申し込み受付、ボランティアの
募集や運営面で支援。また、利用者につ
いての情報交換・共有を行う。
原則毎週（水）実施。

7 つどいの場「おはり箱」 平成11
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

高齢者や親子などのお直しや針仕事の手
伝いを行う。
また、布おもちゃや絵本を作成し、子育て
関係者や近隣の親子に広く貸し出すこと
を通じて、育児支援を行う。
平成31年度よりつどいの場「おはり箱」と
して手仕事に関心のある高齢者に自由に
参加してもらい、近隣の施設からも参加。

１：高齢者 地域住民

ケアプラザをとおして、お直しサービスや
布おもちゃ・布絵本の貸出を実施。
ケアプラザは会場提供、事業周知、窓口
事務を行う。
活動日は、原則毎月第1・3・4（水）午後

8
男性ボランティアの手づくりカ
フェ
「カフェGSJ」

平成27
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

シニア男性のボランティアデビュー、仲間
づくりを目的にカフェを実施。

５：地域 地域住民

毎月第２月曜日１４時から１６時まで開
店。
デイサービスに出張コーヒーサービス、地
域への出張コーヒーサービスを行い、交
流する。

9 グリーンデイ・種まき体験 平成27
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザ利用者、東永谷地区センター
利用者、地域の方々に呼びかけ、草取り
イベントを実施。参加者同士の交流、ボラ
ンティア活動のきっかけづくり、施設利用
者の施設の管理・運営の参加を目的に実
施。

５：地域 地域住民

ケアプラザ周辺の植え込みの草取りの
後、春に種まき講習会、東永谷地区セン
ター・水仙クラブと共催。
原則第3木曜日。9時30分～11時30分

10 障害者施設製作品販売
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

障害者の施設によるロビー出店をとおし
て、地域との交流づくりとする。

２：障害児・
者

地域住民
原則毎週(火）そよかぜ南の家
原則毎週（水）フラワーロード



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

11 ふれあいカフェ「あんず」 平成28
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

喫茶の運営を通して、就労支援を行うとと
もに、地域とのふれあい交流を行う。

２：障害児・
者

地域住民

ボランティアグループ「あんず」（就労継続
支援B型事業所「ジャンプ」のメンバーが
中心）による手作りパンや飲み物の販売。
地域住民の交流の場。
原則毎週木、金に実施
※コロナの感染拡大中は、週１回ロビー
販売のみ

12 終活・エンディングノート 平成30
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

いつまでも自分らしく住み慣れた地域で元
気に過ごしていける為に、終活・エンディン
グノートについての講座を行う。 ５：地域 地域住民 実施時期未定

13
南高祭出展
「東永谷地域ケアプラザからこ
んにちは！」

平成27 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

南高校の文化祭「南高祭」にブースを出
展。南高校とのつながりを深めること、ボ
ランティア活動の普及、ケアプラザの役
割、地域活動についての情報発信を目的
に出展する。

５：地域 地域住民
9月
缶バッジ作成、ケアプラザクイズ等を通し
てケアプラザやボランティア活動の周知。

14
大久保東町内会
住民支え合いマップ

令和３
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地域の特徴から考えられる地域課題につ
いて地域住民と専門職が解決に向けて話
し合い、地域包括ケアシステムの構築・連
携を目指し、住民支え合いマップ終了後
の展開も見据えて実施する。

５：地域 地域住民

大久保東町内会エリアの約５０世帯を住
民支え合いマップ作りの手法を用い、地域
住民の状況（家族情報、関係性、課題）か
ら見えてくる地域の特徴を分析・検討し、
情報共有する。

15 セカンドライフ ５：共催（１と３）
２：発展させるね
らい

仲間つくり、地域活動・生甲斐活動・社会
貢献活動を行いながら、地域における活
躍の場や所属の場を獲得し、自らの今後
の生き方のヒントをみつける機会とすると
ともに、将来的に港南区の地域活動をに
なう一因となるきっかけづくりとする。

７：その他
定年退職後
の男性

全6回の予定

16 地域で最期を迎える懇談会 平成28
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

在宅で最期を迎えるにはどんな選択肢が
あるのか？わかりやすく実施。自分たちで
意思決定、選択できることが地域包括ケ
アシステム構築につながると考えて実施
する。医療・介護・地域の連携を考える。

５：地域 地域住民 未定



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

17 1歳児学級「ひよこ・くらぶ」秋 平成28
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

1歳児の親子を対象に、親子のふれあい
の場、学びの場として、プログラムを通し
てよりよい親子関係を気付く一助とすると
ともに、母親同士の交流を図る。ボラン
ティアグル‐プ「ひよこサポーターズ」共
催。

３：養育者及
び乳幼児

親子
10月12・19・30、11月９・16、12月14日
いずれも火曜日、10月30日のみ土曜日

18 助け合い活動情報交換会
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

助け合いグループや福祉ネットワークがで
きる地域のみまもり・支え合いについて考
える機会をもつことで地域包括ケアシステ
ム構築を目指し実施する。

５：地域 地域活動者
各グループの活動の情報共有または事例
検討。
年内開催予定。

19 会場利用者懇談会
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

会場利用登録団体の貸室合同清掃・懇談
会
・会場貸出方法の徹底
・会場利用に関する要望を伺う
・登録団体同士の交流やボランティア活動
への参加のきっかけ作りとする。

７：その他 会場利用者
清掃活動、会場利用時の注意事項を伝
え、その後グループごとに情報交換をか
ねて交流を行う。

20 医療講座
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地域住民の健康に対する意識の向上と、
早期発見早期受診の行動が行えることを
目的。また、近隣の医師と住民や関係者
との顔の見える関係作りに生かす。

５：地域 地域住民 実施時期未定

21
子どもの学習支援（勉強を楽し
む会）

令和１
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の小学生を対象に、学習支援を実施
予定。
ボランティアも募集をかけ、包括と共催で
要支援者で教職者であった方などにも声
かけをし、生きがいつくりにもつなげていく
目的。

４：子ども・青
少年

地域活動者
第２・第４金曜日
１５時～１７時

22 精神保健福祉講座 平成29 ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

地域に住む精神障害者に対する理解の
促進とともに、当事者を講師に招くことで、
孤立しがちな障害者と住民とのつながりづ
くりに発展させていく。

５：地域 地域活動者
地域住民や地域の活動者、専門職などに
向けた、精神保健に関する普及啓発講
座。



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

23 認知症サポーター養成講座 令和１
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

認知症に関する正しい知識と理解を深
め、適切な対応ができることで当事者と取
り巻く人々が暮らしやすい地域づくりを目
指し、様々な対象にサポーター養成講座
を開催する。

５：地域 地域住民
認知症キャラバンメイトと共催による認知
症理解の講座。

24 高齢者虐待防止講座 令和１
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

高齢者虐待についての正しい知識、理解
を深めてもらうことで、早期発見、虐待防
止につなげることを目指す。高齢の方との
関わりが深い民児協に向けて開催を行
う。

１：高齢者 地域住民 高齢者虐待の知識と理解の講座。

25
東永谷地域ケアプラザ・地区セ
ンター合同まつり「ふれあいま
つり」

７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

ケアプラザを身近に感じてもらうこと、日頃
ケアプラザで活動しているボランティア団
体や地域作業所のＰＲや団体同士の交流
の場とすること、祭りをきっかけに地域の
ボランティアを開拓したり連携を深めること
を目的とする。

５：地域 地域住民

ふれあいまつり：　ボランティアグループや
地域作業所によるバザーや模擬店の出
店。ケアプラザは、地域のボランティアとと
もに屋台村やおりがみ体験コーナー
11月14日（土）予定
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